
’ 
で
僻
脱
勵
眺
＃
》
ず
い
｛
鍵
い
く
ｙ
》
…
’
１
隊
に
瞬
叫
・
釘
ｒ
〆
レ
ト
引
止
卜
啼
ｈ
ｆ
町
舟
汐
倣
い
擬
航
矧
麟
『
厭
勵
か
欝
肘
群
（
朧

Ⅱ
Ｂ
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寺
本
知

奈
良
本
辰
也

野
間
宏

花
邑
晃
慧

原
田
百
子

平
野
一
郎

福
田
一
彌

岡
本
栄
太
郎

緑
川
亨

村
越
末
男

門
田
秀
夫

和
島
岩
吉

部
落
解
放
の
た
め
に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た
原
田
伴
彦
先
生
が
急
逝

さ
れ
て
、
早
く
も
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
社
団
法
人
・
部
落
解
放
研

究
所
の
理
事
長
と
し
て
、
部
落
史
の
研
究
、
同
和
行
政
の
推
進
に
、

ま
た
広
く
国
民
各
層
の
正
し
い
部
落
問
題
の
理
解
の
た
め
に
奔
走
さ

れ
た
姿
は
、
い
ま
も
私
達
の
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。

原
田
先
生
の
よ
う
に
、
部
落
問
題
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
し
か

も
そ
れ
ぞ
れ
高
い
見
識
を
も
っ
て
極
め
ら
れ
、
か
つ
平
易
に
誰
で
も

納
得
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
語
り
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
研
究
者
を
、
私

た
ち
は
知
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
思
う
と
、
か
え
す
が
え
す
も
原
田
先

生
の
急
逝
が
惜
し
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
わ
た
し
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
は
、
原
田
先
生
の
御
遺
志

を
つ
ぎ
、
部
落
解
放
と
人
権
確
立
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
結

集
し
、
力
を
尽
く
す
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
ま
し
て
、
原
田
先
生
の
一
周
忌
に
あ
た
り
、
先
生

の
遺
業
を
受
け
つ
ぎ
、
部
落
解
放
と
人
権
確
立
に
貢
献
す
る
、
秀
れ

た
研
究
、
教
育
、
調
査
、
そ
し
て
出
版
を
奨
励
す
る
た
め
に
左
記
の

要
領
で
「
原
田
伴
彦
記
念
基
金
」
を
設
立
し
た
く
存
じ
ま
す
。

「
原
田
伴
彦
記
念
基
金
」
の
趣
旨
に
御
賛
同
い
た
だ
き
、
そ
の
実

｜
、
趣
旨
・
目
的

故
原
田
伴
彦
部
落
解
放
研
究
所
理
事
長
は
部
落
解
放
に
か
か
わ

っ
た
研
究
実
践
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
先

生
の
遺
業
を
受
け
つ
ぎ
部
落
差
別
を
始
め
、
一
切
の
差
別
を
撤
廃

す
る
こ
と
に
貢
献
す
る
す
ぐ
れ
た
研
究
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
原

田
伴
彦
記
念
基
金
を
設
置
す
る
。

原
田
伴
彦
記
念
基
金
・
設
置
要
綱
（
案
）

「
原
田
伴
彦
記
念
基
金
」
設
立
の
よ
び
か
け

大
阪
府
同
和
事
業
促
進
協
議
会
会
長

歴
史
家

差
別
と
闘
う
文
化
会
議
議
長

同
和
問
題
に
取
り
組
む
宗
教
教
団
連
帯
会
議
議
長

家
族
代
表

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
社
長

東
京
同
和
問
題
企
業
連
絡
会
代
表
幹
事

八
代
学
院
大
学
副
学
長
・

岩
波
書
店
社
長

社
団
法
人
部
落
解
放
研
究
所
理
事
長

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
一
委
員
長

元
日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長

一
ｍ
■
■
Ｓ
‐
守
り
』
■
己
・
句
‐

〈罪・』．．．｛一厘．ロー卍《〆，‐シ一七・‐－７｜印”）」』》．ｒ肝古
雁
》
瓢
ｊ
ｐ
》
い
；
外
ト
ｆ
Ｔ
…
声
高
侭
『
》
卜
）
一
…
陰
願
・
鷺
嘔
駕
戦
溌
穂
録
懲
然
蝋
雌
鍵
鞍
隠
鷲
い
ふ
舵
十
㎡
隣
延
食
預
ｒ
ｆ
孔
』
．
．
§
←
ｒ
償
ず
い
援
息
四
Ｐ
ｒ
諭
吟
艀
い
Ⅵ
饗
掻
」

二
、
事
業

①
研
究
の
奨
励

②
出
版
の
奨
励

③
そ
の
他
、
記
念
基
金
の
趣
旨
目
的
に
そ
っ
た
事
業

三
、
基
金

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
・
個
人
よ
り
基
金
を

集
め
、
そ
の
果
実
で
事
業
を
行
う
。
目
標
を
五
○
○
○
万
円
と
す

る
。

｜
ロ
個
人
五
、
○
○
○
円

団
体
一
○
、
○
○
○
円

振
込
先
大
和
銀
行
・
桜
川
支
店
（
普
）
’
’
二
七
五
一
一
一
一
一
一

社
団
法
人
部
落
解
放
研
究
所

原
田
伴
彦
記
念
基
金

四
、
運
営
組
織

原
田
伴
彦
記
念
基
金
は
部
落
解
放
研
究
所
内
に
設
置
す
る
。
但

し
、
運
営
は
こ
の
基
金
の
運
営
委
員
会
（
呼
び
か
け
人
の
中
よ
り

選
出
）
で
行
な
う
も
の
と
す
る
。

五
、
時
期

一
九
一
八
四
年
一
一
一
月
八
日
（
一
周
恵
）
に
呼
び
か
け
を
開
始
し
、

’
九
八
五
年
一
二
月
八
日
よ
り
開
設
す
る
。

「
原
田
伴
彦
記
念
基
金
」
設
立
呼
び
か
け
人

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

磯
村
英
一
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授

稲
森
章
晃
大
阪
企
業
同
和
問
題
推
進
連
絡
協
議
会
代
表
幹
事

上
杉
佐
一
郎
部
落
解
放
同
盟
中
央
執
行
委
員
長

上
田
卓
三
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
執
行
委
員
長

大
島
靖
大
阪
市
長

］岸
三
大
阪
府
知
事

木
村
英
一
全
国
大
学
同
和
教
育
研
究
協
議
会
会
長

黒
田
匡
大
阪
同
和
問
題
企
業
連
絡
会
代
表
幹
事

住
田
利
雄
大
阪
市
同
和
事
業
促
進
協
議
会
会
長

茶
谷
幸
一
同
和
問
題
に
取
り
組
む
大
阪
宗
教
者
連
絡
会
議
議
長

代
行

現
に
ひ
ろ
く
御
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
訴
え
る
次
第
で
す
。

一
九
八
四
年
一
二
月
八
日

研究部
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一
九
一
七
年

三
月
中
国
の
奉
天
（
現
・
藩
陽
）
で
生
ま
れ
る
。
本
籍
は
佐
賀
県
東
松

浦
郡
佐
志
村
（
現
・
唐
津
市
佐
志
浜
町
）

’
九
四
一
一
年

三
月
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
大
学
院
を
満
期
卒
業

一
○
月
『
中
世
に
お
け
る
都
市
の
研
究
』
講
談
社

一
九
五
一
一
年

四
月
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師

一
○
月
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師

同
年
雑
誌
『
部
落
」
の
編
集
を
担
当
（
三
一
号
’
四
○
号
）

一
九
五
三
年

五
月
部
落
問
題
研
究
所
理
事
（
’
一
九
六
六
年
二
月
）

一
九
五
四
年

五
月
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
部
助
教
授
、
日
本
経
済
史
を
担
当

一
九
五
五
年

四
月
大
阪
市
同
和
問
題
研
究
室
理
事

一
九
五
六
年

四
月
『
関
ヶ
原
合
戦
前
夜
』
創
元
社

一
九
五
七
年

二
月
『
日
本
封
建
都
市
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
五
九
年

一
九
七
一
年

五
月
〔
編
集
〕
「
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
」

書
房

一
九
七
二
年

七
月
大
阪
市
同
和
対
策
推
進
協
議
会
会
長
（
一

一
九
七
三
年

四
月
大
阪
市
立
大
学
同
和
問
題
研
究
室
長
（
’

四
月
『
入
門
部
落
の
歴
史
」
部
落
解
放
研
究
所

八
月
『
被
差
別
部
落
の
歴
史
』
朝
日
新
聞
社
（

一
九
七
五
年

一
九
八
○
年

三
月
誌

本
に
お
け
る
差
別
と
人
権
」
を
報
告

一
九
八
一
年

三
月
大
阪
市
立
大
学
停
年
退
職
、
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

六
月
八
代
学
院
大
学
教
授
（
’
一
九
八
一
一
一
年
一
二
月
）

’
二
月
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
部
落
差
別
の
実
態
と
課
題
」
「
日

四
月
「
部
落
の
歴
史
」
閉
回
連
載
（
「
部
落
解
放
」
第
七
号
’
四
二
号
）

（
’
’
九
七
三
年
六
月
）

四
月
〔
監
修
〕
『
復
刻
東
雲
新
聞
』
全
四
巻
・
別
巻
（
’
’
九
七
七
年

三
月
）

故
原
田
伴
彦
先
生
の
略
歴
と
業
績

部
落
解
放
同
盟
第
三
五
回
全
国
大
会
で
第
一
一
回
松
本
治
一
郎
賞
受

『
被
差
別
部
落
の
歴
史
』
朝
日
新
聞
社
（
朝
日
選
書
・
’
九
七
五

年
三
月
）

賞

「
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
」
第
一
四
巻
（
部
落
）
三

二
九
七
五
年
七
月
）

（
’
一
九
七
七
年
三
月
）

一
○
月
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
部
教
授

一
九
六
○
年

六
月
〔
共
著
〕
『
講
座
・
部
落
⑪
』
部
落
の
歴
史
（
上
）
三
一
書
一
房

二
月
『
日
本
封
建
制
下
の
都
市
と
社
会
』
一
一
一
一
書
房
（
増
補
・
’
九
八

一
年
七
月
）

一
九
六
一
年

大
阪
市
立
大
学
で
お
こ
っ
た
女
子
学
生
に
対
す
る
差
別
事
件
を
き

っ
か
け
に
、
同
大
学
で
の
解
放
教
育
の
取
組
み
は
じ
ま
る
。
（
以

後
、
長
く
全
学
同
和
問
題
委
員
会
委
員
長
）

一
九
六
二
年

三
月
大
阪
商
科
大
学
よ
り
経
済
学
博
士
の
学
位
を
受
領

一
九
六
四
年

二
月
大
阪
府
同
和
対
策
審
議
会
委
員
（
一
九
八
一
一
一
年
一
二
月
）

一
九
六
五
年

一
二
月
〔
共
著
〕
『
部
落
の
歴
史
と
解
放
運
動
（
新
版
）
』
部
落
問
題
研

究
所

一
九
六
七
年

一
月
大
阪
市
同
和
対
策
審
議
会
委
員
（
’
一
九
八
一
一
一
年
一
二
月
）

’
九
六
八
年

八
月
部
落
解
放
研
究
所
創
立
と
と
も
に
理
事
長
（
’
一
九
八
三
年
一
一
一

月
）

同
年
大
阪
市
大
で
解
放
教
育
の
講
座
（
社
会
計
画
論
Ｉ
）
が
は
じ
ま

り
、
歴
史
な
ど
を
担
当

一
九
七
○
年

九
月
「
原
田
伴
彦
著
作
集
』
第
四
巻
（
部
落
問
題
論
）
息
文
閣
出
版

一
九
八
二
年

一
○
月
『
宗
教
と
部
落
問
題
』
難
波
別
院

一
九
八
三
年

二
月
部
落
解
放
研
究
所
創
立
一
五
周
年
記
念
集
会
で
功
労
者
表
彰

一
二
月
「
世
界
人
権
宣
一
一
一
一
三
一
一
五
周
年
に
あ
た
っ
て
」
『
大
阪
人
権
歴
史
資

料
館
報
』
第
四
号

一
二
月
（
八
日
）
逝
去




